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めに制御されたと考えている．また，粒子線特有の DNA の double-strand 
brakesの切断効果や RBEの高さもその要因である可能性が高い． 
４． 重粒子線と陽子線の使い分けは 













２． 陽子線と X線で照射野の想定は具体的にはどのように設定をするのか 
申請者応答：X線では単純に 5mmの set upマージンを設ける．陽子線では
全頸部照射終了頃に再度治療計画用 CTとMRIを撮影し，残存腫瘍を GTV
として3mmのマージンでCTVを設定する．下顎骨はrisk organとしてCTV






４． IMRTと IMPT の比較で陽子線が優位性はあるか 
申請者応答：IMRT は低線領域の広がりが大きくなってしまう．陽子線の
RBEは 1.1 とされるが，DNAの二重鎖切断方法が違うことから，治療効果
に差があることが期待される． 
 
この他に多くの質疑が行われたが，いずれも適切な回答が得られた． 
 
以上の審査から，本研究は昨今社会的に期待されている進行舌がんに対する
非手術療法の確立を目標としてプロトコールを作成・治療・解析を行ったも
のであり，学術的かつ臨床的に高く評価できる内容である．また，本研究に
より得られた知見はさらなる臨床研究につながる可能性がある．従って審査
の結果，本学位論文は博士（医学）の学位に値するものと判断された． 
